
12
月
15
日
、
で
て
こ
い
ラ
ン
ド
で
町
内
に
在

住
・
就
農
し
て
い
る
20
代
か
ら
30
代
を
主
と
し
た

青
年
グ
ル
ー
プ
ら
22
人
と
町
長
に
よ
る
意
見
交
流

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
と
青
年
ら
に
よ
る

交
流
は
初
め
て
行
わ
れ
、
町
内
に
い
る
若
者
同
士

が
結
束
し
、
異
業
種
同
士
の
交
流
の
中
で
互
い
に

理
解
を
深
め
、
津
別
の
発
展
に
繋
げ
て
い
こ
う
と

い
う
目
的
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
の
中
で
は
、
現
在
休
業
中
の
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
に
つ
い
て
、
公
営
住
宅
や
空
き
家
の
利
用
な

ど
に
関
す
る
住
宅
施
策
に
つ
い
て
、
町
で
進
め
て

い
る
各
種
事
業
に
つ
い
て
質
問
や
要
望
に
町
長
が

こ
た
え
る
な
ど
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
に

つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

若
者
の
声
を
直
接
町
長
に
！

津
別
町
の
青
年
団
体
と
町
長
が
交
流

11月25日、佛願寺ビハーラホールで『「お寺でライブ」

木管五重奏＆ピアノコンサート』が行われました。これは

同寺の報恩講に合わせ企画し、今回で６回目の開催となり

ました。例年多くの町民らが参加しこの日も約150人の町

民らがフルートやオーボエ、クラリネット、ファゴット、

ホルンの木管楽器の音色に聴き入りました。Ｆ・ダンツィ

ー作曲の「変ロ長調」の木管五重奏から始まり、「風笛」、

「となりのトトロ」、「浜辺の歌」など約１時間にわたり演

奏を披露しました。

12
月
７
日
、
町
長
室
に
、
椿

延
子
さ

ん
夫
妻
と
、
長
男
の
一
家
３
人
の
来
庁

が
あ
り
ま
し
た
。

椿

延
子
さ
ん
は
、
元
タ
ン
ザ
ニ
ア
政

府
の
生
活
指
導
員
や
農
業
省
農
業
訓
練

所
教
員
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
退
職

し
、
現
在
は
、
有
機
農
業
や
安
全
な
化

粧
品
、
石
鹸
な
ど
の
普
及
に
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。
長
男
の
「
大
（
ン
ダ
キ
）」

さ
ん
は
、
東
岡
の
㈲
セ
イ
ラ
ン
ド
フ
ァ

ー
ム
（
清
野
昭
雄
代
表
）
で
、
現
在
、

酪
農
を
研
修
中
で
す
。

夫
の
「
ン
ズ
ル
ン
ゲ
」
さ
ん
は
、
加

賀
谷
木
材
㈱
の
工
場
を
視
察
し
、
日
本

の
林
業
に
つ
い
て
研
修
さ
れ
、
12
月
12

日
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

ア
フ
リ
カ
・
タ
ン
ザ
ニ
ア
か
ら

津
別
の
酪
農
、
林
業
を
研
修
に

佛
願
寺
で
木
管
演
奏

ホ
ー
ル
に
響
く
音
色
に
う
っ
と
り

12
月
３
日
、
津
別
町
林
業
研
修
会
館
で
「
認
知
症

を
考
え
る
講
演
会
」（
津
別
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
北
海
道
医
療
大
学
・
看
護
福
祉
部
教
授
の

井
出

訓
さ
ん
が
「
認
知
症
の
人
と
家
族
を
地
域
で

支
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
記
憶
障
害
や
見
当
識
障

害
、
理
解
・
判
断
力
の
低
下
な
ど
認
知
症
の
人
に
見

ら
れ
る
症
状
や
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
、
事
実
だ
け

で
説
得
し
な
い
な
ど
認
知
症
の
人
と
接
す
る
対
応
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
化
率
が
高
い
津
別
町
で
は
、
認
知
症
に
対
す

る
関
心
が
高
く
、
多
く
の
町
民
の
参
加
が
あ
り
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
の

大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

認
知
症
を
考
え
る
講
演
会

認
知
症
の
人
と
家
族
を
地
域
で
支
え
る

２時間程度行われた町長と青年層の意見交流会

12月13日、「手打ちそば実技講習会」が中央公民館で行われまし

た。毎年１回12月に津別町手打ちそば同好会（山内清一代表）が

主催し続け、今年で13回目になります。この日は同好会の会員と

一般参加合わせて25人がそば８、つなぎ（小麦粉）２の割合で作

る「ニハチそば」に挑戦。

参加者は「指を立てて粉をかき混ぜること」や「猫の手のように

伸し棒を持って生地を伸ばすこと」などの作業のポイントを説明す

る会員の手つきを真剣な眼差しで見つめていました。昨年も参加した女性は「前回も作業が難しく見ているだけだった。

今回もあまりできなかったけれど頑張ります」と話します。そばを打ち終わった後は、全員でそばを味わいました。

手打ちそば実技講習会開催

津別産のそば粉で手作りそばに挑戦

12
月
14
日
、
美
幌
町
と
津
別
町
で
構
成
す
る
美

幌
・
津
別
広
域
事
務
組
合
が
、
国
の
経
済
危
機
緊

急
対
策
交
付
金
を
活
用
し
た
高
性
能
消
防
通
信
指

令
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
伴
い
、
美
幌
消
防
署
で
両

町
の
関
係
者
が
出
席
し
、
消
防
緊
急
通
信
指
令
装

置
運
用
開
始
式
が
行
わ
れ
、
12
月
15
日
か
ら
本
格

運
用
を
始
め
ま
し
た
。

最
新
の
情
報
技
術
を
駆
使
し
た
通
信
指
令
シ
ス

テ
ム
で
、
１
１
９
番
受
信
か
ら
出
動
ま
で
の
一
連

の
業
務
が
自
動
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
、
一
刻
も
早
い

現
場
到
着
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

よ
り
迅
速
・
確
実
に
住
民
の
安
心
・
安
全
を
守

り
ま
す
。

１
１
９
番
受
信
か
ら
出
動
ま
で

通
信
指
令
業
務
を
共
同
運
用
に

高
台
に
あ
る
テ
レ
ビ
中
継
局
が
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
に
整
備
さ
れ
、
11

月
20
日
か
ら
試
験
放
送
が
行
わ
れ
、
12
月
14
日
か
ら
正
式
に
運
用
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
テ
レ
ビ
を
き
れ
い
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
い
つ
で
も
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
予
報
な
ど
情
報
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
電
話
回
線
を
接
続
す
る
こ
と
で
ク
イ
ズ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
双

方
向
の
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
ま
で
と
違
い
、
画
面

上
の
番
組
表
に
よ
り
、
録
画
予
約
も
簡
単
に
行
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
町
内
１
８
０
０
世
帯
で
受
信
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

津
別
町
は
複
雑
な
地
形
の
た
め
、
難
視
地
区
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
で
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴

で
き
る
よ
う
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
平
成
23
年
７
月
24
日
で
終
了
し
ま

す
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
し
た
テ
レ
ビ
を
設
置

す
る
か
、ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
の
場
合
は
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

す
で
に
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
し
、
映
り
の
悪
い
方
は
役
場
総
務
課

管
財
グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。ま

た
、
地
デ
ジ
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
に
つ
い
て
も
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。†
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◎
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
で
楽
し
も
う

◎
区
域
外
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で

地地
上上
デデ
ジジ
タタ
ルル
放放
送送
開開
始始

ハハ
イイ
ビビ
ジジ
ョョ
ンン
のの
高高
画画
質質
・・
高高
音音
質質
をを
楽楽
しし
もも
うう
！！

70人の参加者が認知症について正しい知識を学びました


